








1.序言 合成ステロイド剤の薬理作用には抗炎症作用と免疫抑制作用がある。前者はリポコ

ルテンを介するプロスタグランヂン合成抑制などの作用機序がかなり明らかにされてきた

が後者に関してはいまだ不明の点が少なくない。一方,原発性ネフローゼ症候群の中で,糸

球体局所に炎症所見がないのに,確実にステロイド治療が有効な病型は微少変化型ネフロ

ーゼ(以下 MCNS と略す)のみである。しかも MCNS はその原因としてＴ細胞機能異常説が有

力である。そこで MCNS 症例についてステロイド剤が免疫系のどこに作用して抗蛋白尿効果

を誘導するのか臨床免疫学的に検討することを試みた。 


